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当社製品の古紙配合率に関する継続調査の結果について 

 

当社製品の古紙配合率について平成 20 年 1 月 23 日に発表した際、文具用・印刷用粘着紙全

般についてさらに社内調査を継続中である旨、ご報告しました。その結果、表 1 に記載の各品種

において、公表している配合率を下回る製品を販売していた事実が判明いたしました。また、特殊

紙においても先般ご報告した品種以外に、各種紙製品用の再生紙ついて同様の事実が判明いた

しましたので、表 2 に記載し、併せてご報告申し上げます。 

重ねて深くお詫び申し上げますとともに、公正な製品の安定供給および再発防止、信頼の回復

に向けて、引き続き全力を注いでまいります。 

 

 

【新たに判明した古紙配合率に関する調査結果】 
 

(表 1) 当社が再生紙使用として生産している粘着紙  (調査対象期間 ： 2007 年10 月～12 月) 

 

 

 

 

 

 

生産量

公称 実績 乖離 （㎡／月）

表面基材：70～100 表面基材：0～100

剥離紙：0～100 剥離紙：0～10

表面基材：0～100 表面基材：0～70

剥離紙：0～100 剥離紙：0～30

表面基材：0～100 表面基材：0～100

剥離紙：50～100 剥離紙：2～30

100 8 あり 239,527

40 15 あり 90,137

表面基材：70 表面基材：26

剥離紙：100 剥離紙：10

配合率（％）

62,109

品種

印刷用粘着紙

印字用粘着紙 479,003

文具用粘着紙 51,434

粘着メモ

再生可能クラフト粘着テープ

製本テープ 19,100

あり

あり

あり

あり



(表 2) 当社が再生紙として生産している特殊紙  (調査対象期間 ： 2007 年10 月～12 月) 

 

 

 

 

 

※前回発表資料の訂正について 

平成 20 年 1 月 23 日の発表資料において、一部の品種について古紙配合率の公称欄に誤記

載がありましたので、注2)と併せて訂正いたします。なお、配合率の実績や生産量には誤りはあ

りません。 
 

＜誤＞ 

(a.) グリーン購入法対象品 

 

 

 

1) 配合率は銘柄および生産工場の加重平均値 

2) 2008 年 1 月 1 日からは公称値を 70％から 40％に変更しております（2007 年6 月公表）。 
 

＜正＞ 

(a.) グリーン購入法対象品 

 

 

 

1) 配合率は銘柄および生産工場の加重平均値 

2) 2008 年 1 月 1 日からは公称値を 70％および 100％から共に 40％に変更しております（2007 年6 月公表）。 

 

 

【製品に関するお客様からのお問い合わせ先】 
 

リンテック株式会社 飯田橋オフィス 

〒112-0004 東京都文京区後楽 2-1-2 興和飯田橋ビル 
 

◎粘着紙 

事業統括本部 技術・開発室 

TEL.03-3868-7735 FAX.03-3868-7740 
 

◎特殊紙 

事業統括本部 洋紙事業部門 

TEL.03-3868-7720 FAX.03-3868-7728 

公称 実績 乖離

その他特殊用紙 各種紙製品用 5～100 0～74 あり 1,022

配合率(％) 生産量
(t／月)

区分 品種

公称 実績 
1) 乖離

包装用紙 封筒用紙ほか 70 
2) 26 あり 3,488

配合率(％) 生産量
(t／月)

区分 品種

公称 実績 
1) 乖離

包装用紙 封筒用紙ほか 70、100 
2) 26 あり 3,488

区分 品種
配合率(％) 生産量

(t／月)


